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3･ PbH 3 (SeO 3)2 (Cr3+ ) のE SR
高 橋 千 春
最近,RbH3(SeO3)2 について, 中性子回折や弾性率測定等の種々の測定手段により,
inco- ensurateな中間相の存在が報告されている｡しかし,RbH3(SeO3)2 では,回折実
験で, INC相の存在の決め手となる衛星反射の波数の C･波数からのずれ ∂が,非常に小さい
ために, INC相の存在を断定することは難しい｡本研究では,Cr3+を ドー プした結晶で,
ESR スペクトルの形から, INC相の存在が確認された｡ 磁場方向が適切な方向にある場合






橋 本 純 夫
フ-リェ分光法は遠赤外において分光測定をする為の最も有効な方法であるが,通常のマイ
ケルソン干渉計では一回の走査ではスペクトル比は測 れない｡そこでバックグラウンドとサン
プルについて2光束にし,それぞれのインタフェログラムを一回の走査で測定する Double-
Beam のフ-リェ分光計が2,3試作されている｡ 本研究では,バックグラウンドとサンプル
に対して別の検出系を用意して交互にサンプリングする為の装置を試作し,又S/N を向上さ
-94-
